
北海道ミライづくりフォーラム2023
ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ

富良野市長 北 猛 俊

富良野市のミライを切り拓くＤＸへの挑戦

日時：令和５年11月２日13:05～
場所：ロイトン札幌２Fｴﾝﾌﾞﾚｽﾎｰﾙ
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ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ令和２年４月 庁内にスマートシティ戦略室を設置
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ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯデジタル化に向けた富良野市の基本的な考え方
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業務ＤＸへの挑戦

ICT利活用推進
計画の基本理念

ひと・モノ・情報がつながるスマートシティ富良野

～ICTの恩恵を市民誰もが享受できるデジタル社会をめざして～

地域ＤＸへの挑戦

スマートシティの取組業務プロセス改革の取組

令和4年9月新庁舎供用開始
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業務ＤＸの取組
ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ

・業務内容（事務的要素の識別）
・業務量調査（作業件数・作業時間）

・業務をする上で負担になっていること
・ICTとの親和性が高いと思われる業務

庁内３，００７業務の棚卸し 庁内全３５課ヒアリング

課題の分類 課題の概要

事務にかかる

業務負荷を下げたい

紙帳票による決裁 決裁に必要な紙帳票の印刷、外職場から移動

手作業による事務 紙帳票の手入力に時間を要している

議事録の作成 議事録を作成するのに時間を要している

本来業務に

集中したい

担当の業務分担 連関性が低い業務にまで時間を割いている

事務分掌 管轄の建物の維持管理に時間を割いている

業務をより良くする

仕組が十分でない
業務改善の仕組み

業務が多く、現行業務の改善や工夫に時間を
割けない。

市民対応に最適化の
余地がある

市民への情報発信 市民への情報発信を最適化したい

市民からの申請 市民からの申請・問合せを最適化したい

人材育成に最適化の
余地がある

職員の育成 職員の育成に十分な時間をかけられない

職員の最適配置 人事異動に最適化の余地がある



業務ＤＸの取組
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ペーパーレス化 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ側での業務運用 書かない窓口

全職員にタブレット端末貸与、庁
舎内無線ＬＡＮ整備によるペー
パーレス会議の推進

職員の業務は、LGWAN側からｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ側での業務運用にシフト。
MicrosoftTeamsを導入

新庁舎１階総合窓口に、住民票・
印鑑証明・税証明等の発行に「書
かない窓口」を導入

電子決裁導入 ＲＰＡの構築 ＡＩ議事録作成

文書管理システム・財務会計
システムの電子決裁導入

税申告書や健診業務、水道使用開
始・廃止届等11業務にＲＰＡを導入

打合せや会議の収録した音声を、
ＡＩが文字変換して議事録作成



一般職員 6

ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯさらなる業務ＤＸを推進するために

① Ｃ Ｉ Ｏ 、 Ｃ Ｉ Ｏ 補 佐 官 の 設置
② Ｄ Ｘ 推 進 員 、 Ｄ Ｘ 推 進 チ ー ムの設置
③全職員の ス キ ル ア ッ プ

富良野市DX推進体制

富良野市の自治体DX化を
推進する中核的存在

デジタルを前提として
業務を遂行出来る人材

DX推進員

CIO/CIO補佐官
ｽﾏｰﾄｼﾃｨ戦略室

・自治体DXの推進を全庁横断的に推進するため、
CIO、CIO補佐官の設置。

・ＣＩＯには副市長
・ＣＩＯ補佐官にはスマートシティ戦略室長

・富良野市のDX推進を牽引する「DX推進員」を選
定し、今後５年間で全職員の20％程度約50名の
人材育成を予定

・ＤＸ推進員によるチームを結成し、ワークショッ
プ型研修や実践的演習によりアナログ的作業等の
DX化を通じたスキルアップを行う。

・全職員のICT利活用スキル向上施策の実施。
・自己学習(ﾘﾓｰﾄﾗｰﾆﾝｸﾞ)、座学型職員研修、技術サ
ポートのQ&A作成

外
部
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル

専
門
人
材
の
活
用



地域ＤＸの取組
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計 画 実 装

令和２年度
⚫ ＩＣＴ利活用推進計画
⚫ 地域ＩoＴ実装計画

⚫ ＩoＴ除排雪効率化実証 ー

令和３年度 ー
⚫ 高齢者見守りに関するボ
イスタの実証

⚫ AIオンデマンド交通
⚫ デジタル地域通貨

⚫ LINE公式ｱｶｳﾝﾄ構築
⚫ 市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾘﾆｭｱﾙ
⚫ 保育支援システム
⚫ ＩoＴ除排雪効率化

令和４年度 ー
⚫ ワインぶどう祭りの観光
回遊データ取得分析

⚫ 部活動オンライン支援
⚫ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ健幸ﾎﾟｲﾝﾄ

令和５年度 ー ⚫ 部活動オンライン支援 ⚫ AIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通

計 画 実 証 実 装



観光回遊データの取得・分析実証実験
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ふらのワインぶどう祭りの飲食ブースやワイン工場、駅など市内14カ所にビーコンを設

置し、年齢・性別・居住地のデータを収集して、来場者の回遊状況や滞在時間に関する
データを分析。



部活動オンライン支援実証実験
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教職員の負担軽減や指導者不足等地方としての不利・不便・不安の解消に向けて、
市内中学校野球部の部活動に対し、NTT東日本野球部指導者からの遠隔でのリアル
タイム指導や複数校同時接続によるオンライ支援を実施。

野球部指導

・富良野西中学校7名

・樹海中学校2名



デジタル健幸ポイント事業
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歩いた歩数や健康事業などに参加した実績をポイント化して、成果に合わせたインセ
ンティブ（ふらの共通商品券など）を贈呈することで、健康増進の動機づけを支援する
デジタル健幸ポイント事業の導入。



ＡＩオンデマンド交通運行事業
ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ
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ＤＸに向けた市民とのデジタル共創ワークショップの開催
ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ
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デジタル共創ワークショップによる市民からの意見
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北海道大学・日本オラクル×富良野市の産官学共同プロジェクト

北海道大学の「博士課程ＤＸ教育プ
ログラム」の学生さんらが、日本オラ
クル㈱のクラウドサービスを活用して
富良野市のデータ分析を行い、課題
解決に向けた施策提案を毎年実施。

北海道大学博士課程の学生さんの施策提案

令和３年度

⚫ ふらのワインの顧客データ分
析による販売促進提案

⚫ ゴミの不適格シールデータ分
析によるゴミ分別促進提案

令和４年度

⚫ 観光データ分析によるスキー
場の若年者顧客拡大提案

⚫ ゼロカーボンに向けた市民の
行動変容施策提案
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最後に、ＤＸに向けて私が職員に伝えていること
ＳＭＡＲＴ
ＣＩＴＹ
ＦＵＲＡＮＯ

① 北海道開拓の歴史は、道路や鉄道が敷かれ、そこに
人が住みマチが形成された。まさに、デジタルも同
じインフラであり先行投資することで、まちの魅力
を高め人々を呼び込み、地域の活性化に資するもの
でありたい。

② デジタルによって、業務を改善（リノベーション）
するのではなく、一歩進んで、変革（イノベーショ
ン）をする意識を持って取り組んでいただきたい。

③ ＤＸは全庁的な課題や熱量の高い職員がいる部署か
ら進め、成功体験を積み上げて全庁的に広げ、さら
に、デジタルを活用して業務プロセス改革を進める
職員の人材育成が必要である。ＤＸに向けて、チャ
レンジをして失敗したことを悔いるのではなく、
チャレンジしなかったことを悔いてください。


